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『必携 英熟語 LEAP―Essential English Expressions』
の刊行によせて

竹岡　広信

１．はじめに
　「生徒が英語を書こうとすると手が止まってしま
う」
高校の先生方とお話ししていると，そんな声を耳に
することがあります．しかし，私は決して，今の高
校生の語彙力が不足しているとは思っていません．
むしろ，多くの生徒たちは熱心に語彙学習に取り組
んでいます．大学入試で求められる語彙レベルは
年々高くなっていますし，英検などの資格試験に挑
戦する生徒も増えています．
　それにもかかわらず，自分の考えを英語で表現し
ようとすると，思うように言葉が出てこない．なぜ
でしょうか．その理由の１つは，「知っている英語」
と「使える英語」が必ずしも一致しないからだと私
は考えています．実際の言語運用では，単語だけで
はなく，熟語や語法，さらには文法事項までが結び
付いて初めて，自然な英語表現が可能になります．
近年の英語教育では，Reading や Listening だけ
でなく，Writingや Speakingの重要性がますます
高まっています．「英語を理解する力」と同時に，
「英語を使う力」が求められる時代になりました．
だからこそ今，「知識として知っている英語表現」
を「実際に使える英語表現」へと変えていく教材が
必要なのです．そんな思いから生まれたのが，今回
刊行する『必携 英熟語 LEAP―Essential English 
Expressions』（以下，『LEAP英熟語』）です．
　本書は，2015 年に刊行した『必携英語表現集』
を全面的に見直し，現在の入試動向や学習環境に合
わせて再構築したものです．ただし，単なる改訂版
ではありません．これからの時代に求められる英語
力とは何かを改めて考え，「発信」をキーワードと
して１から作り上げた，新しい英熟語教材です．

２．「LEAP」シリーズが目指してきたもの
　『LEAP 英熟語』についてお話しする前に，本書

の原点である「LEAP」シリーズについて触れてお
きたいと思います．

2018 年刊行の『必携 英単語 LEAP』（以下，
『LEAP 英単語』）は，多くの先生方や生徒の皆さん
にご支持をいただき，2024 年の改訂を経て，さら
に多くの高校で活用していただいております．その
大きな理由の１つは，「単語をどのように使うのか」
という視点を重視したことであると自負しておりま
す．
　『LEAP 英単語』では，収録語を Active Vocab-
ulary と Passive Vocabulary に分類しました．
Active Vocabulary は Writing や Speaking で使
えるようにする語彙， Passive Vocabulary は
Reading や Listening で意味が分かればよい語彙
です．この区別により，「どの語をどの程度重点的
に学ぶべきか」が明確になり，限られた学習時間の
中で効率よく学習できるようになります．また，
Writingや Speakingを行う際に，使用すべき単語
を意識することができます．この考え方は，多くの
先生方や生徒の皆さんに受け入れていただきました．
　また，語源や単語のニュアンスに関する解説も好
評をいただいています．私は，意味だけを機械的に
暗記するのではなく，なぜその意味になるのか，ど
のようなイメージをもつのかを理解しながら学ぶこ
とが重要だと考えています．こうした「理解しなが
ら身につける」という姿勢こそが，「LEAP」シリ
ーズの根底にある考え方です．
　そして，今回の『LEAP 英熟語』も，このコン
セプトを受け継いでいます．単に英熟語を並べるの
ではなく，「どの表現を使えるようにするべきか」
「どのように学べば実際の運用につながるのか」と
いう視点から全体を構成しました．本書は，「LEAP」
シリーズの考え方を英熟語学習へと発展させた１冊
なのです．

1



３．『必携英語表現集』から『必携 英熟語 LEAP』へ
　今回の企画の出発点となったのは，2015 年に刊
行した『必携英語表現集』でした．同書は，日常的
によく使われる表現から大学入試頻出の表現までを
800という数に絞って収録し，多くの学校でご活用
いただいてきました．実際，大阪のある進学校では，
卒業を控えた高校３年生を対象とした「最も役に立
った教材」のアンケートで第１位に選ばれたことも
あります．著者として，これほど嬉しいことはあり
ません．
　一方で，刊行から 10 年以上が経過する中，大学
入試や高校英語を取り巻く環境は大きく変化しまし
た．特に，近年の大学入試では語彙の難化が著しく，
受験生にはこれまで以上に強固な語彙力が求められ
ています．こうした状況を見ているうちに，私は次
第に，「『必携英語表現集』をそのまま改訂するだけ
では，十分ではないのではないか」と考えるように
なりました．もちろん，同書には今でも有用な内容
が数多くあります．しかし，これからの時代に求め
られる英語力を考えるならば，単なる改訂ではなく，
教材のあり方そのものを見直す必要があるのではな
いかという思いが強くなっていったのです．
　そこで，まず取り組んだのが収録熟語数の見直し
でした．『必携英語表現集』では約 800 熟語を収録
していましたが，本書では約 1,100熟語へと大幅に
増強しました．さらに，巻末には「＋αで覚えてお
くと役立つ英熟語」を掲載し，より高いレベルを目
指す生徒にも対応できる構成としています．
　もっとも，単に熟語数を増やすことが目的ではあ
りません．大切なのは，高校生にとって本当に必要
な熟語を選び抜くことです．大学入試や英検の出題
傾向を分析しながら，真に重要な熟語の選定を行い
ました．
　さらに例文を「これ使いたい！」と思えるような
ものに大幅に改変しました．特に Activeな熟語を
扱う Part では，高校生が日常あるいは自由英作文
で使える例文を目指しました．

４．Active と Passive の分類
　本書は「LEAP」シリーズの新たな１冊として企
画されました．そのため，本書でも「LEAP」シリ
ーズのコンセプトを取り入れています．
　まず，Active と Passive の分類です．私は以前

から，「すべての熟語を同じように覚える必要はな
い」と考えています．英語を実際に使う場面を考え
ると，自分で使えるようになってほしい表現もあれ
ば，英文を読んだり聞いたりしたときに意味が分か
れば十分な表現もあります．ところが，従来の熟語
集では，こうした違いが十分に意識されていないこ
とが少なくありませんでした．
　そこで本書では，Writingや Speakingで積極的
に使えるようになってほしい熟語を Active，
Reading や Listening で意味が分かるようになっ
てほしい熟語を Passive として分類しました．設
問形式もそれぞれの Part に応じて，設定しており
ます．Activeな熟語を扱う Part 1・Part 2では，
実際に表現する力を養うことを目的として，空所補
充形式を採用しています．意味を覚えるだけでなく，
「自分で使える状態」にまで高めることを目指しま
す．一方，Passive な熟語を扱う Part 4 では，下
線部和訳形式を採用しました．こちらでは，英文の
中で適切に意味を読み取る力を重視しています．
　発信と受信では，求められる力が異なります．だ
からこそ，学習方法も同じである必要はありません．

５．「理解して覚える」ための解説
　もっとも，熟語学習は単に問題を解くだけでは十
分ではありません．私は長年，予備校で多くの生徒
を見てきましたが，意味だけを丸暗記した知識は意
外なほど忘れやすいものです．反対に，「なぜその
意味になるのか」を理解しながら学んだ知識は，長
く記憶に残ります．
　『必携英語表現集』では，各熟語について，成り
立ちや，前置詞・副詞のイメージ，使用場面，頻出
の目的語などを詳しく解説していました．この解説
については多くの先生方や生徒の皆さんから好評を
いただいてきました．そこで，本書でもその長所は
しっかりと受け継いでいます．なぜその前置詞・副
詞が使われるのか．なぜその熟語がその意味になる
のか．そうした疑問に答えながら学習できるように
し，単なる暗記ではなく，「理解を伴った記憶」の
定着を目指しました．覚えることと理解することは，
別の作業ではありません．むしろ，深く理解するこ
とこそが，効率よく覚えるための近道なのです．

Active と Passive の熟語とその解説を１例ずつ
紹介いたします．
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〈Activeの熟語〉
get over ～　～を乗り越える
▶直訳すると「～を超えた（over）状態になる（get）」
→「～を乗り越える」となり，「～」には，通
例，「困難」「病気」「ショック」などが置かれ
る．この overは副詞ではなく前置詞なので，
代名詞を目的語にする場合も，［×］ get it over
ではなく，［〇］get over itの語順になる．

★堅い表現では，overcome「～を克服する」を
用いる．

〈Passiveの熟語〉
be compelled to （V）　～せざるを得ない
▶ compel O to （V）「Oに～を強制する」の受動
態．「法律や権力など避けられない状況，個人
的な信念などによって～しなくては仕方ない」
という場合に用いられる．
★類似の表現の be forced to （V）は暴力的な強
制の意味合いがあり，be obliged to （V）は道
徳的／社会的な義務が生じる状況で使われる．

６．新パート「発信に役立つ英文法・語法」
　今回の改訂にあたり，もう１つ大きな柱となったの
が，Part 3「発信に役立つ英文法・語法」の新設です．
　英語を書いたり話したりする場面では，単語や熟
語だけを知っていても十分ではありません．適切な
文法や語法の知識があって初めて，自然で正確な英
文を作ることができます．たとえば，「一般論の you」，
「現在形の本質的な意味」，「仮定法」，「比較表現」，
「助動詞のニュアンス」などは，Writingや Speaking
において非常に重要な項目です．しかし，こうした
事項は単なる文法知識として学ぶだけでは，なかな
か実際の運用につながりません．「理解している」と
「使える」の間には，大きな隔たりがあるからです．
　そこで本書では，拙著『必携英作文 Write to the
Point』（以下，『Write to the Point』）と連動した
「発信に役立つ英文法・語法」パートを新設し，全
180問を収録しました．ここで扱う内容は，いずれ
も実際に英語を発信する場面で役立つものばかりで，
本格的な英作文学習への橋渡しとなるパートです．
　「発信に役立つ英文法・語法」を１例紹介いたします．

知覚動詞を用いた表現
▶〈see［hear］＋O＋（V）［（V）ing］〉で「Oが V
する［している］のを見る［聞く］」という意味．
（V）の場合は，「動作の（ほぼ）一部始終を見る
［聞く］」の意味で，（V）ing の場合は，「動作
の途中の一部を見る［聞く］」の意味となる．

★〈（V）ing＋名詞〉「（恒常的に）Vしている～」
　⇒ a crying baby「泣いている赤ん坊」

　英熟語を学びながら，文法や語法の知識も身につ
ける．本書は単なる熟語問題集ではなく，そうした
学習を通して，「英語を使う力」を育てるための総
合的な英語表現教材へと生まれ変わりました．

７．高校３年間を支える学習の流れ
　私はこれまで，数研出版から数多くの英語教材を
刊行してきました．しかし，それぞれを独立した教
材として作ってきたわけではありません．常に意識
しているのは，高校３年間の学びを１つの流れとし
て捉えることです．
　英語力は，１冊の参考書を終えたからといって身
につくものではありません．語彙を学び，表現を学
び，そして実際に使えるようになるという段階を踏
みながら，少しずつ育っていくものだと思います．
その意味で，本書『LEAP 英熟語』は，高校３年
間の学習を支える教材群の中で重要な役割を担う１
冊だと考えています．
　私が理想としている学習の流れは，例えば，次の
ようなものです．

①『LEAP 英単語』→ ②『LEAP 英熟語』
→ ③『Write to the Point』

　上記３書籍は，大学入試まで，繰り返し何度も使
っていただきたいと思いますが，まずは，『LEAP
英単語』で英語の土台となる語彙を身につける．次
に，本書『LEAP 英熟語』で重要な英語表現を学
ぶ．そして最後に『Write to the Point』で，自分
の考えを英語で発信する力へと発展させる．
　言い換えれば，

①語彙を学ぶ ⇒ ②表現を学ぶ ⇒ ③発信する

という流れです．
　私は，英語学習において重要なのは，個々の知識
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を孤立したままにしないことだと考えています．単
語だけを覚えても，それが表現につながらなければ
実際の運用には結び付きません．また，表現を覚え
ていても，それを使って自分の考えを発信できなけ
れば，本当の意味で身についたとは言えないでしょ
う．だからこそ，語彙，熟語，英作文を別々のもの
として学ぶのではなく，１つの流れの中で有機的に
結び付けながら学ぶことが大切です．

８．充実した QR コードコンテンツ（３種類）
　『LEAP 英熟語』では， 2024 年発行の『改訂版
LEAP英単語』，昨年 2025年発行の『改訂版 LEAP 
Basic』と同様に，各 Part の冒頭（トビラページ）
やコラムのページに QR コードを掲載して，ご好
評をいただいている，下記３種類のコンテンツを配
信いたします（＊コンテンツは 2026年 12月より順
次公開予定です）．
①音声データ：本冊掲載の設問文の音声データ

⒜ 設問文（英→日）　⒝ 設問文（日→英）

　英文を聞いて内容を理解する「英→日」の音声は，
リスニングや英文解釈のトレーニングに，日本語を
聞いて英語に直す「日→英」の音声は，口頭英作文
のトレーニングに活用できます．音声データを効果
的に利用することで，英熟語の意味や使い方を確認
するだけでなく，リスニング力やスピーキング力の
向上にも役立ちます．
②解説動画：筆者の私自身が，下記４種類の内容を
講義形式で解説いたします（約 10分×計 12本）．

⒜ 本書の使い方
⒝ 英熟語の効果的な覚え方
⒞ 難解な英熟語に出会ったときの意味の推測法
⒟ 前置詞・副詞のイメージ

　解説動画では，本書の効果的な活用法に加え，英
熟語を効率的に定着させるための学習法や，未知の
英熟語の意味を推測するための考え方などを解説し
ます．さらに，前置詞・副詞がもつ基本イメージに
ついても扱い，個々の英熟語を丸暗記するのではな
く，その成り立ちや意味のつながりを理解しながら
学習できるようになることを目指します．
　これらの内容は，日ごろ，私が予備校で教えてい
る中で特に効果的だと感じているもので，英語の語
彙力と発信力を高めるうえで非常に役立つものばか

りです．是非，繰り返し視聴して，しっかりと身に
つけていただければと思います．
③ドリル問題：本冊に掲載されている設問文につい
て，各パートの特性（Active・Passive）に合わせた
ドリル問題（４択問題）

⒜　〈Part 1～３：Active〉設問文（日→英）
　［例］あとどれくらいで到着しますか？
　　　 （　　） will we arrive?
　　　 ⑴ When soon ⑵ What time
　　　 ⑶ How long ⑷ How soon
⒝〈Part 4：Passive〉設問文（英→日）
　［例］ The car accident is attributed to 

drunk driving.
　　　 その自動車事故は飲酒運転（　　）.
　　　 ⑴ によって防がれた
　　　 ⑵ の責任を負っている
　　　 ⑶ が原因とされる
　　　 ⑷ によって証明された

Part 1 ～３では，日本語を見て適切な英語表現
を選ぶ「日→英」の問題，Part 4 では，英文の意
味として最も適切な日本語を選ぶ「英→日」の問題
を配信します．本冊で学習した内容の理解度を確認
するとともに，英熟語を実際に使う力・読み取る力
を効率よく養うことができます．

９．おわりに
　英語教育は今，大きな転換点を迎えています．知
識を蓄積するだけでなく，それを活用し，自分の考
えを伝える力が求められる時代になりました．その
中で，英熟語は単なる暗記事項ではありません．英
語を使うための重要な道具です．
　『必携 英熟語 LEAP―Essential English Ex-
pressions』は，その道具を身につけるための教材
として企画されました． Reading， Listening，
Writing，Speakingの４技能を支える土台として，
本書が生徒の学びを支える１冊となれば幸いです．

（駿台予備学校講師，学研プライムゼミ特任講師，
竹岡塾主宰）

※本稿に記載の内容は，執筆時点での情報に基づい
ております．今後，変更となる可能性があることを
ご了承願います．
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